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・管内における監視伝染病発生状況（平成２２年１月～１２月）

１ 家畜伝染病（予防法第２条）

病名（畜種） 戸数 頭数 市町村名

ヨーネ病（牛） ８ ２８ 大田原市、那須塩原市、那須町

２ 届出伝染病（予防法第４条）

病名（畜種） 戸数 頭数 市町村名

牛ウイルス性下痢・粘膜病 ２ ２ 那須塩原市

サルモネラ症(牛) ５ ７ 那須塩原市

牛伝染性鼻気管炎 １ ２ 那須烏山市

気腫疽（牛） １ １ 那須町

ネオスポラ症（牛） ２ ４ 那須塩原市

豚繁殖・呼吸障害症候群 １ ２ 大田原市

チョーク病（みつばち） １ ８ 大田原市

破傷風（牛） １ １ 那須町

牛白血病 １２ １８ と畜場発見

・死亡牛BSE検査実施状況

１ 月別検査実施状況

月
頭数

搬入 採材 検査 搬出 焼却

４月 ２９８ ３０７ ３０２ ３０６ ０

５月 ２９７ ２９０ ３００ ３０２ ０

６月 ３５０ ３４５ ３４１ ３３８ ０

７月 ４８０ ４６９ ４７１ ４７９ ０

８月 ５５３ ５７７ ５４６ ５１１ ０

９月 ４６４ ４５９ ４７１ ４４６ ０

１０月 ３６２ ３６３ ３６６ ３９９ ０

１１月 ３６６ ３５９ ３６１ ３６８ ０

１２月 ３６０ ３５８ ３７２ ３７１ ０

１月 ３９３ ４０３ ３９０ ３８６ ０

２月 ３１９ ３１８ ３２２ ３２５ ０

３月 ３５５ ３７０ ３６０ ３６６ ０

計 ４，５９７ ４，６１８ ４，６０２ ４，５９７ ０

２ 管内市町村別搬入頭数

市町村 ホルスタイン種 黒毛和種 交雑種 その他 計

大田原市 ３８０ ３０ ５０ ０ ４６０

那須塩原市 １，４６６ ４２ ５ ２ １，５１５

那須烏山市 １２８ １５ １０ ０ １５３

那須町 ４５４ ７８ ６ ８ ５４６

那珂川町 ８２ ２０ ０ ０ １０２

管内計 ２，５１０ １８５ ７１ １０ ２，７７６
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・管内の年別監視伝染病発生状況

１ 家畜伝染病 （戸／頭羽群数）

病 名（畜種） H14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

結核病（牛） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

ブルセラ病（牛） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

馬伝染性貧血 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

豚コレラ 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

家きんサルモネラ感染症 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

ニューカッスル病（鶏） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

腐蛆病（みつばち） 0／0 0／0 0／0 0／0 2／5 2／5 1／1 0／0 0／0

炭疽（牛） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

ヨーネ病（牛） 9／12 7／36 7／10 13／28 20／41 14/35 9／12 8／15 8／28

２ 届出伝染病 （戸／頭羽群数）

病 名（畜種） H14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

破傷風（牛） 0／0 0／0 0／0 2／2 0／0 0／0 0／0 0／0 1／1

牛伝染性鼻気管炎 0／0 1／14 1／9 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 1／2

気種疽（牛） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 1／1

牛白血病 0／0 0／0 4／4 2／2 2／2 1／1 1／1 0／0 0／0

アカバネ病（牛） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

牛ウイルス性下痢・粘膜病 0／0 0／0 １／１ 0／0 0／0 3／3 4／6 3／3 2／2

サルモネラ症（牛） 0／0 0／0 4／17 2／28 0／0 1／17 0／0 2／5 5／7

馬インフルエンザ 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 1／8 0／0 0／0 0／0

サルモネラ症（豚） 0／0 0／0 4／19 0／0 0／0 1／10 0／0 0／0 0／0

豚繁殖・呼吸器障害症候群 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 1／1 0／0 0／0 1／2

オーエスキー病（豚） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 1／3 0／0

豚丹毒 8／13 8／13 5／5 5／5 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

伝染性胃腸炎（豚） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

豚赤痢 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

伝染性気管支炎（鶏） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0

伝染性喉頭気管炎（鶏） 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0
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・管内市町別家畜飼養戸数、飼養頭羽数

表中の数値は、全国は畜産統計から引用（豚、鶏は平成２１年値）、栃木県は「とちぎの畜産２０１

０」から引用、管内は当所調べ。

１ 家畜飼養戸数 （単位：戸）

畜種

市町

乳用牛 肉用牛 馬 豚

鶏（飼養羽数1,000羽以上）

採卵鶏 ブロイラー

大田原市 79 159 1 6 6

1那須塩原市 360 144 9 11 6

那須町 106 200 13 11 2

那須烏山市 35 42 2 10 4
2

那珂川町 29 45 3 7 0

管内計 609 590 28 45 18 3

栃木県 998 1,360 171 90 11

全国 21,900 74,400 6,890 3,110 2,392

２ 家畜飼養頭羽数 （単位：頭、羽）

畜種

市町

乳用牛 肉用牛 馬 豚

鶏

採卵鶏

(種鶏含)
ブロイラー

大田原市 5,013 10,257 13 52,905 883,000

30,000那須塩原市 22,594 6,617 211 59,379 156,000

那須町 8,733 8,098 118 87,742 x

那須烏山市 2,144 13,699 19 70,661 46,000
40,000

那珂川町 1,603 1,982 8 5,838 0

管内計 40,087 40,653 369 276,525 1,085,000 70,000

栃木県 53,900 99,100 376,100 3,904,000 233,000

全国 1,484,000 2,892,000 9,899,000
178,208

（千）

107,141

（千）

※ x：秘密保護上数値を公表しないもの

３ 家畜飼養頭羽数の推移（栃木県） （単位：頭、羽）

畜種

年
乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

昭和60年 65,000 86,000 302,600 3,679,000 1,508,000

平成 2年 66,900 103,800 307,300 4,054,000 906,000

7年 64,100 103,900 303,500 4,439,000 534,000

12年 60,700 105,200 319,600 4,393,000 497,000

17年 58,300 98,100 336,500 4,256,000 376,000

19年 58,800 101,200 358,200 4,390,000 352,000

20年 56,700 102,300 369,800 3,938,000 348,000

21年 55,900 102,100 376,100 3,904,000 233,000

22年 53,900 99,100
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・管内飼育動物診療施設数等

（平成２２年１２月末）

区 分 大動物 小動物 計

県 １ ０ １

農協・酪農協 ３ ０ ３

法人 ２７ ７ ３４

個人 ３８ １５ ５３

計 ６９ ２２ ９１
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・家畜の主な伝染性疾病

１ 家畜伝染病（予防法第２条関係）

家畜伝染病予防法では、家畜伝染病が２６疾病指定されているが、主な疾病の概要は下表のとお

り。

伝染性疾病の

種類

家畜の種類 病原 予後 症状等

口蹄疫 牛、めん羊、

山羊、豚 な

ど

ウイルス 罹患率は高い

が、死亡率は

低い。経済的

被害大

鼻、口部の粘膜、蹄周縁部の皮膚などに重篤な水疱性

病変を生じる急性伝染病。日本では、2000 年に 92 年

ぶりに発生。2010 年には宮崎県において 292 例の発生

があった。

流行性脳炎 牛、馬、めん

羊、山羊、豚

など

ウイルス 症状等を参照 日本脳炎、西部馬脳炎、ベネズエラ馬脳炎等脳炎を起

こすアルボウイルスによる感染症をいい、日本では現

在日本脳炎のみがみられ、馬では死亡・予後不良、豚

では死流産・無精子症等を発現する。

ブルセラ病 牛、めん羊、

山羊、豚 な

ど

細菌 不定 流産が主徴。人にも感染する。日本では 2010 年 2 頭発

生、本県では 1971 年以降発生なし。

結核病 牛、山羊など 細菌 不定 主に肺、リンパ節に進行性の結節病変を形成。本県で

は、1975 年以降発生なし。

ヨーネ病 牛、めん羊、

山羊 など

細菌 不定 原因不明の頑固な持続性間欠性下痢、削痩、貧血。近

年、増加し全国的に散発的に発生。

伝達性海綿状

脳症

牛、めん羊、

山羊 など

プリオン 不良 行動異常、運動失調、興奮状態、掻痒感等。日本では

2001 年から散発。（牛海綿状脳症=BSE[国内では現在

36 例目]、めん羊：スクレイピー）

馬伝染性貧血 馬 ウイルス 不定 特有の回帰熱。発熱に伴い貧血。慢性の経過をとり生

涯治癒しない。日本では 1993 年以降感染はなかった

が、2011 年 3 月に宮崎県で感染が確認された。本県で

は 1980 年以降発生なし。

豚コレラ 豚など ウイルス 極めて不良 急性熱性伝染病。伝染性極めて強く、症状は重篤で致

死率も非常に高い。日本では 1991 年以降、本県では、

1983 年以降発生なし。2006 年ワクチン接種全面中止、

2007 年に清浄国に認定された。

高病原性鳥イ

ンフルエンザ

鶏、あひる、

うずら など

ウイルス 死亡率高い 特定の型の A 型インフルエンザウイルスによるもの

と、急性で罹病率・致死率の高いインフルエンザ感染

をいう。肉冠チアノーゼ、顔面浮腫、鼻汁、神経症

状。日本では 2004 年に 79 年ぶりに発生し、それ以降

2011 年まで毎年発生あり。

ニューカッス

ル病

鶏、あひる、

うずら など

ウイルス 死亡率高い 体温上昇、元気食欲なく、緑色下痢便、呼吸器症状を

呈す。本県では、1986 年以降発生なし。ワクチンによ

り防御している。

家きんサルモ

ネラ感染症

鶏、あひる、

うずら など

細菌 雛の死亡率高

い

ひな白痢は、羽毛逆立、元気消失、灰白色下痢便。耐

過した場合、発育不良、保菌鶏となる。

鶏チフスは、育成鶏、成鶏に多発し産卵率低下。本県

では、1984 年以降発生なし。

腐蛆病 みつばち 細菌 不良 巣房の蓋が湿気を帯び陥凹し蜂子が死亡。本県での発

生頻度は比較的高い。

※ 疾病により、政令でその他の家畜（水牛、しか、いのしし、七面鳥）が指定されている。
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２ 届出伝染病（予防法第４条関係）

家畜伝染病予防法では、届出伝染病が７１疾病指定されているが主な疾病の概要は下表のとおり。

伝染性疾病の種類 家畜の種類 病原 予後 症状等

ブルータング

牛、水牛、し

か、めん羊、山

羊

ウイルス 不定、牛では

良性

発熱、異常産、口腔粘膜の潰瘍等。吸血昆虫媒介。本

県で過去に発生あり。

アカバネ病
牛、水牛、めん

羊、山羊

ウイルス 不定 早産・流産・死産、子牛の体型異常、大脳欠損。吸血

昆虫媒介。本県で発生あり。

チュウザン病
牛、水牛、山羊 ウイルス 不定 異常産（大脳・小脳欠損）。吸血昆虫媒介。本県は発

生なし。

牛白血病 牛、水牛 ウイルス 不良 削痩、眼球突出、全身リンパ節の腫大等。常在。

アノウイルス感染

症

牛、水牛 ウイルス 不良 妊娠牛が本ウイルスに感染すると、子牛に小脳形成不

全。吸血昆虫媒介。本県は発生なし。

イバラキ病
牛、水牛 ウイルス 一般に不良 嚥下障害を主徴とする急性熱性伝染病。吸血昆虫媒

介。本県は発生なし。

牛ウイルス性下

痢・粘膜病(BVD・

MD)

牛、水牛 ウイルス 不定、粘膜病

は不良

発熱、発咳、流涎、下痢、流産（奇形）。免疫寛容に

なった牛は、ウイルスを生涯保有。常在。

牛伝染性鼻気管炎

(IBR)

牛、水牛 ウイルス 致死率3～10% 発熱、発咳、鼻汁漏出、流涎等。常在。

牛流行熱 牛、水牛 ウイルス 一般に良性 急性熱性伝染病。本県では発生なし。

サルモネラ症

牛、水牛、し

か、豚、いのし

し、鶏、あひ

る、七面鳥、う

ずら

細菌 不定、慢性経

過もある

指定された病原体によるものに限る。

敗血症、衰弱、下痢等。食中毒の問題も大きい。常

在。

ネオスポラ症
牛、水牛 原虫 神経症の子牛

は不良

流産、死産。常在。

馬インフルエンザ

馬 ウイルス 経過日数は 2～

3 週、重症の場

合は1～6月

発熱、発咳、鼻汁漏出、流涙。2007 年に 36 年ぶりに

全国的に発生（管内では2007年 8月に発生）。

馬伝染性子宮炎
馬 細菌 10～14日 陰門部から粘稠性に富む灰白色の滲出液を多量に排

出。常在。

馬パラチフス
馬 細菌 生後間もない

子馬では不良

流産、子馬の関節炎、腱鞘炎等。日本では、1998

年、1999年、2003年、2004年、2009年に発生あり。

トキソプラズマ病
めん羊、山羊、

豚、いのしし

原虫 多くは慢性 発熱、チアノーゼ、腹式呼吸。常在。

オーエスキー病

(AD)

豚、いのしし ウイルス 若齢豚ほど不

良

新生豚では高率に死亡。成豚ではほとんど無症状で耐

過。妊娠豚では異常産。感染耐過豚は、感染源とな

る。本県では散発。陽性農家多い。

豚繁殖・呼吸障害

症候群(PRRS)

豚、いのしし ウイルス 1～8 週、子豚

は不良

繁殖障害、呼吸器障害。他の疾病の引き金となる。常

在。

豚 流 行 性 下 痢

(PED)

豚、いのしし ウイルス ほ乳豚は高率

死亡、成豚は

良

水様性下痢。1996年に南九州で大流行。

豚丹毒
豚、いのしし 細菌 敗血症型は高

死亡率

敗血症型、蕁麻熱型、心内膜炎型、関節炎型がある。

常在。と場廃棄が多い。
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伝染性疾病の種類 家畜の種類 病原 予後 症状等

鳥インフルエンザ
鶏、あひる、七

面鳥、うずら

ウイルス － 呼吸器症状、産卵低下。高病原性鳥インフルエンザ以

外のものをいう。

鶏マイコプラズマ

病

鶏、七面鳥 マイコプ

ラズマ

致死率10% 呼吸器症状。通常は、無症状だが経済的被害大。常

在。

３ その他の伝染性疾病

• 牛コロナウイルス病
下痢を主徴とする。子牛では常在化の傾向があり、成牛では舎飼の搾乳牛で冬季に好発する。

• 牛ロタウイルス病
下痢を主徴とする疾病。寒冷期に、新生子牛に好発する。成牛にもまれに発生する。

• 牛 RSウイルス病
呼吸器症状を主徴とする。頭部、頸部、背部に皮下気腫が認められることがある。寒冷期に、

年齢に関係なく発生する。

• 牛パスツレラ症
細菌による呼吸器症状を呈する疾病。飼育環境・気候の急変、長距離輸送等のストレス感作が

あったときに発生が多い。

• 牛大腸菌症
出生直後～2週齢ころに好発する下痢を主徴とする疾病で、ときに急死する。

• クリプトスポリジウム症（牛）
原虫による水様下痢を呈する疾病。幼若個体に好発する。

• 小型ピロプラズマ病（牛）
放牧牛において多く発生し貧血を呈する原虫病。家畜伝染病に指定されている疾病とは病原体

が異なる。

• コクシジウム病（牛）
幼若個体に好発し、下痢便、血便を呈する原虫による病気。

• 牛肺虫症
夏季放牧牛に発生する、寄生虫（線虫）による発咳を主徴とする疾病。

• 馬ロタウイルス病
1～3か月齢の子馬に流行する一過性の下痢。

• 豚ロタウイルス病
離乳期前後に多発する水様下痢。発病率は高いが致死率は低い。

• 離乳後多臓器性発育不良症候群（豚）
ウイルスが関与して起こり、2～3 か月齢離の乳子豚が発育停滞あるいは削痩する病気。いわゆ

るヒネ豚の原因となる。

• 増殖性腸炎（豚）
細菌により回腸粘膜が肥厚、タール様血便、貧血。肥育豚や種豚の病気。

• 豚胸膜肺炎
4～5 か月齢の豚に好発する、細菌による疾病。発熱、呼吸困難、神経症状を呈する。甚急性例

では 24 時間以内、急性例では 2～4日で死亡する。

• 豚ヘモフィルス症
5～8週齢の子豚に好発する、発熱、嘔吐、神経症状、関節炎等を呈する疾病。

• 豚大腸菌症
1～3週齢の子豚に好発する下痢。敗血症死する場合もある。

• 豚レンサ球菌症
レンサ球菌により発生する病気で、髄膜炎型、敗血症型、多発性関節炎型、心内膜炎型、頸部

膿瘍型がある。

• 鶏コクシジウム病
幼若雛に好発する、血便、下痢便、肉様便を主徴とする原虫による疾病。
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